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こ
の
た
び
五
島
美
術
館
で
は
、
特
別
展「
古
伊
賀
―
破
格
の
や
き
も
の
―
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。「
古
伊
賀
」は
、
桃
山
時

代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
現
在
の
三
重
県
伊
賀
市
で
焼
か
れ
た
や
き
も
の
で
す
。
焼
締
と
い
う
釉
薬
を
施
さ
ず
に
約

一
二
〇
〇
度
の
高
温
で
焼
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窯
を
焚
く
燃
料
で
あ
る
薪
の
灰
が
器
に
降
り
掛
か
り
、
灰
と
器
の
素
地
と
に

含
ま
れ
る
成
分
が
相
俟
っ
て
生
ま
れ
る
自
然
の
釉
薬
、
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
透
明
感
の
あ
る「
ビ
ー
ド
ロ
釉
」が
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と

つ
。
特
に
花
生
や
水
指
な
ど
の
茶
の
湯
の
や
き
も
の
は
、
現
代
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
焼
成
の
際
に
黒
変
し
た「
焦
げ
」を
ま
と
っ
た
花
生
。
茶
室
の
床
の
間
で
水
打
ち
さ
れ
た
あ
と
の
焦
げ
肌
が
、
生
け
ら
れ
た
照

葉
の
美
し
さ
を
一
層
引
き
立
た
せ
ま
す
。
ま
た
、
点
前
座
に
は
類
い
ま
れ
な
存
在
感
を
放
つ
水
指
。
客
付
の
側
に
ユ
ニ
ー
ク
な

「
耳
」を
見
せ
、
そ
こ
に
は
一
筋
の
鉄
釉
が
流
れ
、
正
面
に
輝
く「
ビ
ー
ド
ロ
釉
」と
は
違
っ
た
景
色
で
客
の
目
を
喜
ば
せ
ま
す
。

　
本
書
で
は
、
展
覧
会
出
品
の「
古
伊
賀
」を
代
表
す
る
花
生
・
水
指
の
名
品
か
ら
伊
賀
市
内
の
窯
跡
や
京
都
・
大
坂
・
堺
の

消
費
地
出
土
資
料
ま
で
の
約
九
〇
点
の
ほ
か
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
名
品
も
紹
介
し
ま
す
。
大
胆
に
歪
み
を
加
え
た
造

形
と
、
碧
緑
色
に
輝
く「
ビ
ー
ド
ロ
釉
」、
赤
く
焼
き
上
が
っ
た「
火
色
」、
灰
色
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
器
肌
の「
焦
げ
」な
ど
、
焼
締

陶
器「
古
伊
賀
」の
魅
力
を
探
る
、
今
ま
で
に
な
い
展
覧
会
図
録
で
す
。
時
代
の
転
換
期
に
伊
賀
の
里
で
、
人
の
手
と
、
高
温
に

耐
え
る
土
と
紅
蓮
の
炎
と
が
巧
ま
ず
し
て
生
み
出
し
た「
古
伊
賀
」は
、
茶
人
の
み
な
ら
ず
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

本
書
が
こ
う
し
た「
古
伊
賀
」の
世
界
を
ご
堪
能
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
刊
行
に
あ
た
り
、
貴
重
な
作
品
の
撮
影
・
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
ご
所
蔵
者
各
位
、

な
ら
び
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
、
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
令
和
五
年
十
月

公
益
財
団
法
人
五
島
美
術
館




